
生生産物の品質特性向上

糖の含有量や色など
生産物の品質特性
を高める

水バランスの制御、改善

細胞浸透圧調節など、植物の
水バランスを制御、
改善する

非生物的ストレス耐性強化

高温、低温、強光、低日
照、乾燥、湿害など、
非生物的ストレスへ
の耐性を強化・回復
させる

土壌微生物相を改善・保全

有用微生物の力を利用して
土壌微生物相を
改善・保全する

代謝効率改善

する

栄養の同化・転流促進

する

光合成や窒素同化など、

栄養の同化、転流
を促進

増収と作物の品質
向上を促すために、
植物の代謝の
効率を改善

非生物的ストレスによるダメージ

収量ポテンシャルの推移

生物的ストレス（虫・菌・草）によるダメージ

（収量レベル）

発芽時 幼苗 栄養成長 開花 落花 結実期 収穫

100

50

0

大型野菜引き続き順調な出回り予想
２月は１月末の寒

波の影響を引きずる

も、月後半は気温上

昇や適度な降雨があり大型野菜は順

調な出回りとなった。キャベツは千

葉・愛知産が安定的に入荷し、相場

は大きな変動なし。白菜は安値基調

だったが、中旬から秋冬作が終盤を

迎えて減少し、相場は若干上向い

た。キュウリは１月下旬に低温によ

る減少と恵方巻
え ほ う ま き

需要から相場は高騰

したが、２月に入ると需要減で相場

反落。ナス類やトマト、ピーマンは

低温による生育停滞で出回りは多く

なく堅調相場。ネギ・ホウレンソウ

は比較的潤沢な出回りだったが、ネ

ギは低温・干ばつによる品質低下が

散見された。ニンジンは千葉産を中

心に残量が少なく堅調相場。タマネ

ギは静岡産の新物が低温や天候不順

で数量少なく、需要もあり引き合い

強かったが中旬から出荷ピークとな

り増量。２月の野菜総入荷量は前年

比99％キロ価格は265円(同100％)

３月も温暖な気候が予想され、ダ

イコン・キャベツ・ネギなど、生育

順調となる品目が多そうだ。ただ

馬鈴薯は北海道産の残量が少なめか

つ鹿児島産が作柄不良で小玉傾向

販売面では引き合いは強くなく月

後半には鹿児島産が増量するので価

格上昇には至らずか白菜は茨城産

の秋冬作の切り上がりが早く兵庫

産も例年より少ない模様３月の野

菜総入荷量は平年並みの予想

春白菜･キャベツの出荷本格化

量
販
店
の
売
り
場
構
成
に
も
変
化

２月も度重なる

寒波の襲来によ

り、日本海側を中

心に積雪が観測され各地で気温が

低下。一部の産地では生育の停滞

や品質低下も見られた。

販売状況では▽白菜が茨城産

主力の中秋冬作の前倒しの影響

により全国的に流通量が減少下

旬には長崎産の春白菜が出荷開始

されるも作付面積の減少や生育

遅れの影響もあ

り堅調な販売推

移となった▽キャベツは愛知産

主力で各産地前倒し傾向また低

温による小玉傾向の影響が大き

く流通量は例年を下回り価格は

堅調に推移▽キュウリは上旬の

気温上昇と好天により九州･四国

を中心とした各産地が急増節分

の高値の反動もあり価格下落も

中旬以降は天候不順により出荷量

が落ち着き堅調な推移となった

３月、▽白菜は全国的に春白菜

の作付面積が減少する中で、月間通

じて流通量は少ない見込みだが、気

温の上昇に伴い消費動向は落ち着く

予想。▽キャベツは量販店も春商材

の売り場構成になることから、春キ

ャベツの需要が増加すると予想。▽

キュウリは無加温タイプの群馬・埼

玉・佐賀、春タイプの香川・愛媛が

始まり産地数も増加。今後の気温上

昇から価格は落ち着く模様。▽馬鈴

薯・タマネギは九州産が出荷開始さ

れるも寒波の影響により若干の生育

遅れ、また小玉傾向の見込み。

鶏卵市場価格前年の約２倍に
物価の高騰が止ま

らない。その中心的

な存在が食料品で食

費の切り詰めがおき、畜産物市況に

も影響が現れている。

東京市場の２月の牛枝肉市況は和

牛去勢の最高クラスＡ５はほぼ前年

水準並みを維持したが、Ａ４の月平

均はキロ2200円で前年より84円低下

した。また値上がりの輸入牛の代替

需要もあって価格が安定していた交

雑去勢の月平均も前年より64円安。

３月は例年上がる傾向にあり、初日

から中国からの訪日客に対する水際

対策が緩和されインバウンド需要の

復活も期待できそうだが、大きな期

待をかけるのは禁物。３月の和牛去

勢Ａ４の月平均は2250円くらいか。

豚枝肉の２月は好調で東京市場の

「上」加重の月平均は前年同月より

77円高の588円を記録した。国内の

出荷頭数はやや減少し輸入豚肉も増

えていない。堅調相場の要因は需給

バランスの安定にあるといえそう

だ。３月は気温の上昇から増体成績

は上がるとみられるが出荷頭数は前

年より減少と予測されており、枝肉

市況は２月並みの580円くらいか。

鶏卵相場の２月は鳥インフルの大

発生から上昇を続け、東京市場のＭ

の月平均はキロ327円になった。前

年２月に比べ約２倍。小売価格も上

がり、消費が減るのでは、との心配

もある。３月の月平均は鳥インフル

の出方次第だが、330円くらいか。

カンキツ類露地物ピークも前年より減

イ
チ
ゴ
３
番
果
出
荷
へ

２月は晴れの日

が多く乾燥した日

が続いた。上旬は

天候の良い日が続いたが、連休に

かけて寒波が入り込み、中下旬か

らは気温は徐々に上がるものの天

候は崩れる日もあった。

２月の東京都中央卸売市場の国

産果実の入荷量は２万8069㌧（前

年比101％）、価格同99％とな

り、入荷量・価格ともに前年と比

べてほぼ変わら

ない。２月の販

売はリンゴ・イチゴ・ミカン・カ

ンキツ類となる。「不知火」は無

加温物から露地物となり入荷量が

多い中、価格高となる。リンゴは

１月同様に入荷量が多いものの価

格安となった。イチゴは２月上旬

の寒波と降雪によって取り扱いが

一時減少したものの、関東産地の

出荷が安定したため価格はもちあ

いで推移したミカンは静岡産中

心で入荷量は前年に比べ少なく

価格高となった

３月は晴れの日が多くなり、平年

に比べて気温も高くなる見込み。販

売品目は徐々に冬果実から春果実に

移行し、果菜類（スイカ類・メロン

類）の販売が始まる。イチゴは３番

果の出荷ピークに入り、中下旬は出

荷産地が重なる。カンキツ類は露地

物や貯蔵物の出荷がピークを迎える

が、寒波の影響から出荷量は前年を

下回る。果実総体の入荷量は前年並

みからやや多くなり価格は前年並み

から安くなると思われる。

草
刈
り
事
故
防
止
へ
保
険
料
割
引
の
対
象

子
牛
に
起
き
る
ト
ラ
ブ
ル
対
策
を
紹
介

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
防
除
に
適
用
拡
大

バイエルクロップサイエンス㈱

（東京都千代田区）は、総合防除

殺菌剤「フリントフロアブル25」

の適用病害にサツマイモ基
もと

腐
ぐされ

病

を追加したことを明らかにした。

有効成分のトリフロキシストロ

ビンが基腐病菌のミトコンドリア

電子伝達系に作用し、活動に必要

なエネルギー生産を阻害する。

このため、基腐病菌は細胞分裂

や成長が止まり、

結果的に土壌中の

菌密度が低下す

る。畝立て前の準

備段階で圃場全面

に散布し、混和す

ることで高い防除

効果を示す。

基腐病は、2018

年に国内で初めて発生が報告さ

れ、以降に発生が相次ぎ、サツマ

イモ生産に大きな影響を及ぼして

いる。多発すると防除が難しい病

害で、菌を持ち込まない、増やさない、残

さないの三つの対策が重要になっている。

果樹や茶、テンサイなどの病害も適用対

象になる。335㍉㍑と500㍉㍑入りがある。

〈問い合わせ〉☎0120・575・078

動物用医薬品を販売するエラン

コジャパン㈱（東京都港区）は、

「エランコポジクルセミナー子牛

編～隠れた損失を最小限に、利益

を最大限に～」を無料でＷｅｂ配

信している。配信期間は３月31日

（金）まで。

宮崎県農業共済組合都城中央家

畜診療所の島本
しまもと

正平
しょうへい

獣医師が

「モッタイナイ！を減らせば成績

は改善する！」と題して講演す

る。

子牛の時期に起こりやすいトラ

ブルと、これをどのように減らし

ていくか、そして適切な飼養管理

・投資による農場利益の最大化の

可能性について報告する。

同社の専用のフォーム（二次元

コード参照）から登録すれば視聴

できる。

セミナー名のポジクルとは、ポ

ジティブサイクルの略称。同社は

畜産業界の市況を鑑み、農場の隠

れた損失を最小限に、そして

利益を最大限にするため何が

できるかとのテーマで「エラ

ンコポジクル」の企画を立ち

上げた。

あいおいニッセイ同和損害保険

㈱（東京都渋谷区）は、㈱アイデ

ック（兵庫県加西
か さ い

市）と協力し、

シルバー人材センターの事故防止

対策を後押しする「保険料割引制

度」と「対物超過修理費用特約」

の提供を４月から始める。草刈り

作業中の事故の賠償責任・労働災

害リスクを軽減する。

アイデック製の「スーパーカル

マーＰＲＯ」が保険料の割引対

象。石跳ねを抑える上下刃逆回転

ハサミ刈

り 方 式

で、回転

数を安全

領域まで

減速でき

る。

事故の削減に低速回転草刈機を

導入しているセンターに保険料割

引制度と、草刈り作業に起因した

賠償事故発生時の補償を拡大する

対物超過修理費用特約を新設した。

草刈り作業は、センターの受託業務の中

でも大きな割合を占める。対象のスーパー

カルマーＰＲＯを５台以上導入したセンタ

ーは、基本保険料が５％割り引きされる。

自律的に動く機械が起こす技術革新などに期待

最
新
技
術
へ
の
期
待
は
？

ＱＱＡＡ Ｑ

ア
イ
ガ
モ
ロ
ボ
ッ
ト
が

販
売
さ
れ
ま
し
た
。
活
用

の
可
能
性
を
ど
う
お
考
え
で
す
か

？

ま
た
、
期
待
し
て
い
る
最
新

技
術
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ

ア
イ
ガ
モ
ロ
ボ
ッ
ト

は
、
水
田
の
除
草(
抑
草

よ
く
そ
う)

を
担
う
ロ
ボ
ッ
ト
だ
と
思
い
ま
す

が
、
昔
か
ら
研
究
や
試
験
レ
ベ
ル

の
も
の
を
い
く
つ
か
目
に
し
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
。
最
近
よ
く
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
タ
イ

ミ
ン
グ
と
技
術
革
新
が
関
係
し
て

い
る
か
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
農
水
省
の
「
み
ど
り
の

食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
で
有
機
栽

培
の
面
積
を
増
や
す
話
で
す
。
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
や
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
ど

め
ざ
す
べ
き
方
向
は

誰
も
が
賛
成
で
き
る

と
思
い
ま
す
が
、
生
産
現
場
で
活

用
で
き
る
有
機
栽
培
の
技
術
が
十

分
と
言
え
な
い
中
で
、
こ
の
ロ
ボ

ッ
ト
へ
の
期
待
は
大
き
い
で
し
ょ

う
。
先
日
た
ま
た
ま
メ
ー
カ
ー
の

方
と
お
話
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま

し
た
が
、
昨
年
は
多
く
の
地
域
・

台
数
で
実
証
試
験
を
行
っ
た
よ
う

で
す
。
実
証
に
参
加
し
た
方
の
多

く
は
も
と
も
と
有
機
栽
培
を
し
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
安
定
し
た
除

草
（
抑
草
）
効
果
が
得
ら
れ
る
な

ら
、
有
機
栽
培
の
面
積
拡
大
や
こ

れ
ま
で
有
機
栽
培
を
し
て
い
な
か

っ
た
方
が
新
た
に
取
り
組
む
可
能

性
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
当
然
、

経
営
と
し
て
導
入
コ
ス
ト
に
見
合

っ
た
販
売
価
格
が
伴
わ
な
け
れ
ば

持
続
的
で
は
な
い
の
で
課
題
と
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
政
策
の
方
向

性
と
一
致
し
て
い
て
、
良
い
タ
イ

ミ
ン
グ
だ
と
思
い
ま
す
。

技
術
革
新
と
い
う
点
で
は
、
Ｇ

Ｐ
Ｓ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
、
ソ
ー
ラ
ー

発
電
で
自
律
駆
動
し
、
そ
れ
が
以

前
よ
り
は
安
価
で
実
現
し
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。
と
は
い
え
ま
だ
誰

も
が
気
軽
に
導
入
で
き
る
価
格
と

は
言
え
な
い
と
思
う
の
で
、
今
後

の
量
産
体
制
や
技
術
革
新
に
は
さ

ら
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

農
業
機
械
の
歴
史
の
中
で
、
圃

場
を
自
動
的
、
自
律
的
に
動
い
て

作
業
す
る
も
の
は
こ
れ
ま
で
な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
セ
ン

シ
ン
グ
技
術
な
ど
と
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
新
た
な
管
理
方
法
が

生
ま
れ
る
な
ど
、
よ
り
広
が
り
を

見
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て

い
ま
す
。

◇
次
回
は
４
月
14
日
付
、
執
筆
者
が
交

代
し
ま
す

資
材
高
騰
と
稲
作
経
営

⑥

短
期
的
な
肥
料
高
騰
対
策

短
期
的
な
肥
料
高
騰
対
策

短
期
的
な
肥
料
高
騰
対
策

㈱
農
林
中
金
総
合
研
究
所

主
任
研
究
員

小こ

針
ば

り

美み

和わ

コ
ス
ト
上
昇
分
を
販
売
価
格
に
転
嫁
す
る
努
力
も
肝
要

肥
料
費
節
減
に
は
、
土
壌

診
断
に
よ
る
施
肥
量
の
見
直

し
や
、
き
め
細
や
か
な
生
育

診
断
で
追
肥
の
回
数
や
散
布

量
を
判
断
す
る
な
ど
、
よ
り

適
切
な
栽
培
管
理
に
も
と
づ

く
施
肥
量
の
調
整
が
求
め
ら

れ
る
。
た
だ
し
、
肥
料
は
必

要
不
可
欠
な
中
間
投
入
財
で

削
減
に
は
限
界
が
あ
り
、
価

格
急
騰
に
よ
る
回
避
で
き
な

い
コ
ス
ト
増
加
に
対
す
る
政

策
的
な
支
援
が
必
要
と
さ
れ

る
。し

か
し
、
稲
作
経
営
で
は

収
入
保
険
や
農
作
物
共
済
、

ナ
ラ
シ
対
策
な
ど
収
入
減
少

に
対
応
し
た
仕
組
み
は
あ
る

が
、
畜
産
に
お
け
る
牛
・
豚

マ
ル
キ
ン
や
配
合
飼
料
価
格

安
定
制
度
の
よ
う
な
費
用
増

加
に
よ
る
所
得
減
少
に
対
応

で
き
る
制
度
は
な
い
。

そ
の
た
め
、
現
下
の
肥
料

高
騰
に
対
す
る
緊
急
的
な
対

応
と
し
て
、
２
０
２
３
年
５

月
ま
で
に
購
入
し
た
肥
料
に

つ
い
て
、
化
学
肥
料
低
減
に

取
り
組
む
農
業
者
に
対
し
、

前
年
度
か
ら
増
加
し
た
肥
料

費
の
７
割
を
交
付
す
る
「
肥

料
価
格
高
騰
対
策
事
業
」
が

22
年
度
第
１
次
補
正
予
算
で

措
置
さ
れ
た
。

ま
た
、
資
材
高
騰
に
か
か

る
独
自
の
支
援
策
を
打
ち
出

し
て
い
る
都
道
府
県
・
市
町

村
も
あ
り
、
農
業
者
の
負
担

軽
減
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。
申
請
方
法
や
対

象
者
な
ど
の
条
件
は
地
域
に

よ
り
異
な
る
た
め
、
地
元
自

治
体
や
Ｊ
Ａ
な
ど
に
相
談
し

て
利
用
可
能
な
施
策
を
確
認

し
、
最
大
限
活
用
す
る
こ
と

も
所
得
確
保
の
た
め
に
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

他
方
で
、
本
来
的
に
は
資

材
高
騰
に
伴
う
生
産
現
場
の

窮
状
を
販
売
先
、
ひ
い
て
は

消
費
者
か
ら
の
理
解
を
得

て
、
コ
ス
ト
上
昇
分
を
販
売

価
格
に
転
嫁
す
る
努
力
も
肝

要
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た

資
材
価
格
、
と
り
わ
け
肥
料

価
格
の
動
向
は
全
国
共
通
で

あ
る
。
ま
た
、
影
響
試
算
に

は
農
水
省
統
計
デ
ー
タ
の
全

国
平
均
値
を
利
用
し
て
い
る

が
、
同
様
の
試
算
は
農
業
者

自
ら
の
経
営
デ
ー
タ
や
各
地

域
の
経
営
指
標
を
も
と
に
行

う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

取
引
先
と
の
交
渉
で
は
、

具
体
的
な
デ
ー
タ
を
根
拠
と

し
て
示
す
こ
と
が
重
要
と
な

る
。
本
連
載
が
そ
の
一
助
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

栽
培
手
順
は
、
１
年
目
は

通
常
通
り
で
、
刈
り
取
り

後
、
水
位
を
10
㌢
に
保
っ
た

冬
期
湛
水
で
越
冬
。
翌
年
春

に
残
っ
た
株
か
ら
新
た
に
成

長
が
進
む
。
不
耕
起
栽
培
が

ベ
ー
ス
で
施
肥
も
必
要
な

い
。
冬
期
湛
水
や
藻
の
発
生

に
よ
り
雑
草
も
ほ
と
ん
ど
生

え
ず
除
草
も
不
要
だ
。
生
育

期
間
の
作
業
も
水
の
確
認
だ

け
と
、
手
間
を
大
幅
に
省
い

た
ま
ま
収
穫
を
迎
え
る
。

始
ま
り
は
偶
然
だ
っ
た
。

今
か
ら
９
年
前
、
ひ
ど
い
鳥

害
に
遭
い
、
収
穫
を
あ
き
ら

め
た
田
を
翌
春
ま
で
放
っ
て

お
く
と
、
株
か
ら
新
芽
を
確

認
。
そ
の
ま
ま
水
を
張
る

と
、
分
げ
つ
の
勢
い
は
１
年

目
よ
り
よ
く
、
約
８
割
の
株

で
収
穫
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
と

い
う
。

翌
年
か
ら
要
因
を
探
る

と
、
作
付
け
し
て
い
た
場
所

に
起
因
す
る
こ
と
が
分
か
っ

て
き
た
。
多
年
草
化
し
た
の

は
、
斜
面
に
面
し
、
湧
き
水

が
で
る
水
田
。
湧
き
水
の
温

度
は
一
年
中
15
～
18
度
だ
っ

た
。
小
川
さ
ん
は
「
多
年
草

化
栽
培
は
、
不
耕
起
栽
培
で

冬
期
湛
水
が
基
本
に
な
る
。

夏
は
稲
が
冷
た
い
水
に
鍛
え

ら
れ
、
冬
は
逆
に
外
気
温
に

比
べ
温
か
い
水
で
守
ら
れ
る

こ
と
で
多
年
草
化
し
や
す
い

よ
う
だ
」
と
説
明
す
る
。

小
川
さ
ん
は
多
年
草
化
の

条
件
を
①
寒
さ
の
中
で
鍛
え

る
苗
づ
く
り
（
１
年
目
播
種

を
通
常
よ
り
３
週
間
早
く
播

き
、
寒
さ
に
さ
ら
す
）
②
冬

期
湛
水
③
地
域
に
適
応
し
た

品
種
の
選
定
④
冬
場
に
水
の

流
れ
が
あ
る


な
ど
と
し

て
い
る
。
現
在
、
多
年
草
化

栽
培
を
し
て
い
る
の
は
合
計

16
㌃
で
７
枚
の
田
。
１
枚
の

面
積
も
小
さ
く
条
件
も
い
い

場
所
と
は
い
え
な
い
が
、
平

場
で
用
水
か
ら
水
を
引
い
て

い
る
場
所
は
冬
に
水
が
来
ず

に
冬
期
湛
水
が
で
き
な
い
。

多
年
草
化
に
は
谷
戸(

や
と)

な
ど
水
が
自
然
に
湧
き
出
る

一
般
的
に
条
件
が
悪
い
田
の

方
が
向
く
。
作
業
時
間
も
４

分
の
１
に
な
っ
た
と
い
う
。

こ
れ
ま
で
、
最
も
長
く
生

き
て
い
る
稲
株
で
５
年
。
今

春
芽
吹
け
ば
６
年
目
に
な
る

株
が
あ
る
。
株
は
大
き
い
も

の
で
は
茎
数
が
１
０
０
を
越

え
る
株
も
あ
る
。
ま
た
、
い

も
ち
病
が
出
た
株
が
多
年
草

化
し
た
際
は
、
次
の
年
に
い

も
ち
病
が
出
て
も
抗

体
が
で
き
た
か
の
よ

う
に
生
育
障
害
が
な

く
、
収
量
も
と
れ
た

と
い
う
。

農
作
物
は
同
じ
場

所
で
５
年
生
育
す
る

と
固
定
種
に
な
る
と

も
い
わ
れ
、
小
川
さ

ん
は
「
今
年
収
穫
す

る
種
も
み
は
多
年
生

の
形
質
を
持
つ
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
種
を
使
う
こ
と

で
、
多
年
草
化
し
や

す
く
な
る
の
で
は
な

い
か
」
と
期
待
す

る
。
加
え
て
、
多
年

草
化
し
た
稲
の
一
部

は
、
地
下
茎
を
出
す

こ
と
も
わ
か
っ
た
。

株
分
け
に
よ
り
移
植

も
で
き
る
。

品
種
に
つ
い
て
も

試
行
を
続
け
、
小
川

さ
ん
の
水
田
で
は
、
耐
寒
性

の
あ
る
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
が

向
く
。
数
品
種
を
作
付
け
る

中
で
、
最
も
多
年
草
化
し
や

す
く
、
９
割
以
上
が
２
年
目

の
生
育
に
進
ん
で
い
る
。
そ

れ
ま
で
メ
イ
ン
で
作
っ
て
い

た
「
さ
と
じ
ま
ん
」
は
夏
に

15
度
の
水
温
に
あ
た
る
た

め
、
枯
れ
た
り
、
不ふ

稔ね
ん

に
な

る
こ
と
も
見
ら
れ
た
。

ほ
ぼ
唯
一
の
ネ
ッ
ク
が
、

収
穫
だ
。
成
長
の
速
度
が
合

わ
ず
、
一
斉
に
刈
り
取
れ
な

い
。
同
じ
株
内
で
も
８
月
の

中
ご
ろ
か
ら
10
月
の
終
わ
り

ま
で
順
に
熟
し
て
い
く
た

め
、
熟
し
た
穂
か
ら
刈
り
取

る
「
抜ぬ

い

穂ほ

」
の
作
業
が
あ

る
。
抜
穂
は
最
低
で
も
２
回

必
要
に
な
る
。

収
量
は
、
さ
と
じ
ま
ん
で

10
㌃
当
た
り
に
換
算
し
、
約

２
０
０
㌔
｢

あ
く
ま
で
も
大

規
模
な
生
産
に
向
く
も
の
で

は
な
い
。
手
作
業
で
し
か
作

業
で
き
な
い
よ
う
な
田
で
の

手
間
を
軽
減
で
き
る
の
で
、

棚
田
の
維
持
な
ど
に
つ
な
が

れ
ば
う
れ
し
い
」
と
小
川
さ

ん
。
生
物
多
様
性
も
育
み
、

不
耕
起
栽
培
で
し
か
発
生
し

な
い
サ
ヤ
ミ
ド
ロ
や
絶
滅
危

惧
種
の
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
や

ウ
キ
ゴ
ケ
も
復
活
し
た
。

一
方
で
、
将
来
的
に
は
多た

収し
ゅ
うに

つ
な
が
る
可
能
性
も
秘

め
る
。
中
国
で
は
20
年
以
上

前
か
ら
、
多
年
草
化
の
研
究

を
進
め
、
二
期
作
で
10
㌃
当

た
り
１
６
０
０
㌔
以
上
取
れ

た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
熱

帯
で
も
多
年
草
化
栽
培
は
普

及
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は

２
年
間
で
７
回
収
穫
し
て
い

る
例
も
あ
る
そ
う
だ
。

小
川
さ
ん
は
多
年
草
化
栽

培
研
修
会
を
毎
年
開
き
、
技

術
を
普
及
。
今
後
は
地
域
ご

と
に
合
う
品
種
を
見
つ
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

昨
年
は
４
月
に
初
め
て
の
全

国
集
会
を
開
き
、
90
人
が
参

加
、
今
年
１
月
の
集
会
に
は

２
０
０
人
が
参
加
し
た
。

昨
年
４
月
に
は
多
年
草
栽

培
に
関
す
る
本
を
出
版
。
小

川
さ
ん
は
「
多
年
草
化
に
つ

い
て
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ

と
も
多
い
。
日
本
全
国
の
興

味
を
持
つ
人
と
組
ん
で
、
技

術
を
完
成
さ
せ
た
い
。
１
人

で
は
年
１
回
し
か
試
せ
な
い

が
、
１
千
人
で
や
れ
ば
１
千

回
で
き
る
。
興
味
を
持
つ
人

に
は
、
ど
ん
ど
ん
情
報
提
供

し
た
い｣

と
力
強
く
話
し
た


神
奈
川
県
相
模
原

さ
が
み
は
ら

市
で
水
田
な
ど
約
２
㌶
を
経
営
す
る
小お

川が
わ

誠
ま
こ
と

さ
ん

（
69
）
が
稲
の
多
年
草
化
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
秋
に
刈
り
取
っ
た
稲い

ね

株か
ぶ

を
冬と

う

期き

湛
水
で
越
冬
さ
せ
、
数
年
連
続
で
収
穫
す
る
も
の
。
不ふ

耕こ
う

起き

で
田

植
え
い
ら
ず
の
た
め
、
作
業
を
大
幅
に
減
ら
せ
、
水
が
た
ま
る
山
際
な
ど
狭

く
機
械
が
入
れ
な
い
水
田
と
の
相
性
が
い
い
。
小
面
積
栽
培
や
棚
田
な
ど
の

維
持
に
向
け
た
技
術
と
し
て
の
普
及
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

根が発達した２年目の稲株（右）と１年

目の株を比較する小川さん

冬期湛水で越冬数年連続で収穫冬期湛水で越冬数年連続で収穫 多年草化栽培稲の多年草化栽培で作業大幅減
神
奈
川･

相
模
原
市

小
川
誠
さ
ん

神
奈
川･

相
模
原
市

小
川
誠
さ
ん

神
奈
川･

相
模
原
市

小
川
誠
さ
ん

神
奈
川･

相
模
原
市

小
川
誠
さ
ん

神
奈
川･

相
模
原
市

小
川
誠
さ
ん

茎数が100株を超えた２年目のさとじまん

地下茎も作る、地下茎が無く

ても株分けできる

多
年
草
化
の
条
件

①寒さの中で鍛える苗づくり

②冬期湛水

③地域に適応した品種の選定

④冬場の水の流れ

不耕起で施肥が不要
地下茎も発生株分けで移植可能


い
も
ち
病
に
か
か
っ
た
稲
も
影
響
な
く
収
穫
を
迎
え
た


多
年
草
化
し
た
稲
を
株
分
け
し
、
移
植
し
た
株
も
収
穫
を

迎
え
た 熟

し
た
穂
か
ら
刈
り
取
り

手
作
業
の

棚
田
向
け

研
修
会
開
き
技
術
普
及


農研機構九州沖縄農業研究

センター国立環境研究所が開発 窒素施肥量を簡単に予測

有
機
質
資
材
の
施
用
で
減
肥
量
が
判
明

窒
素
肥
効
の

見
え
る
化
ア
プ
リ

窒
素
肥
効
の

見
え
る
化
ア
プ
リ

窒
素
肥
効
の

見
え
る
化
ア
プ
リ

窒
素
肥
効
の

見
え
る
化
ア
プ
リ

窒
素
肥
効
の

見
え
る
化
ア
プ
リ

農
研
機
構
九
州
沖
縄
農
業
研

究
セ
ン
タ
ー
（
熊
本
県
合こ

う

志し

市
）
と
国
立
環
境
研
究
所
（
茨

城
県
つ
く
ば
市
）
は
、
土
壌
条

件
に
応
じ
て
家
畜
糞
堆
肥
や
植

物
油
か
す
な
ど
の
有
機
質
資
材

の
窒
素
肥ひ

効こ
う

（
肥
料
の
効
果
）

を
簡
単
に
予
測
す
る
Ｗ
ｅ
ｂ
ア

プ
リ
を
開
発
し
、
同
機
構
の
日

本
土
壌
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
の
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
公
開
し
た
。
ア

プ
リ
で
の
数
分
の
入
力
作
業
に

よ
っ
て
、
有
機
質
資
材
の
施
用

に
よ
り
削
減
可
能
な
窒
素
施
肥

量
を
予
測
で
き
、
化
学
肥
料
の

使
用
低
減
に
つ
な
が
る
。

有
機
質
資
材
は
、
土
壌
環
境

の
改
善
や
有
機
・
減
肥
栽
培
に

と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
。
土
壌

中
で
分
解
し
て
作
物
が
利
用
で

き
る
無
機
態
窒
素
を
放
出
す
る

が
、
こ
れ
に
は
土
壌
の
温
度
や

水
分
な
ど
の
条
件
、
有
機
質
資

材
の
分
解
特
性
（
土
壌
中
で
の

分
解
し
や
す
さ
）
、
有
機
質
資

材
の
投
入
期
間
な
ど
複
数
の
要

因
が
関
係
し
て
い
て
正
確
な
見

積
も
り
が
難
し
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
影
響
を
与
え
る
要

因
を
入
力
値
と
す
る
予
測
モ
デ

ル
を
開
発
、
窒
素
肥
効
の
見
え

る
化
に
取
り
組
ん
だ
。

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
日
本
土
壌
イ

ン
ベ
ン
ト
リ
ー
の
ホ
ー
ム
画
面

か
ら
起
動
で
き
る
。
中
央
に
あ

る
「
土
壌
管
理
ア
プ
リ
集
」
を

ク
リ
ッ
ク
す
る
。
続
い
て
「
有

機
質
資
材
の
肥
効
見
え
る
化
ア

プ
リ
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
。
画

面
の
日
本
地
図
上
で
施
用
す
る

農
地
（
圃
場
）
の
位
置
を
地
図

か
ら
選
ん
だ
後
、
有
機
質
資
材

の
種
類
、
施
用
量
（
水
分
込
み

の
重
量
）
、
施
用
す
る
日
付
、

作
物
を
収
穫
す
る
日
付
を
指
定

し
、
最
後
に
「
資
材
由
来
の
窒

素
量
の
計
算
」
の
ボ
タ
ン
を
押

す
と
予
測
さ
れ
た
資
材
由
来
の

無
機
態
窒
素
量
が
表
示
さ
れ

る
。
無
機
態
窒
素
量
を
見
積
も

れ
ば
、
化
学
肥
料
を
い
く
ら
減

肥
で
き
る
か
の
目
安
に
な
る
。

牛
糞
、
豚
糞
、
鶏
糞
堆
肥
、

植
物
油
か
す
、
魚
か
す
、
骨

粉
、
米
ぬ
か
、
緑
肥
作
物
（
イ

ネ
科
マ
メ
科
ア
ブ
ラ
ナ
科
、

キ
ク
科
）
な
ど
に
対
応
す
る
。

画
面
イ
メ
ー
ジ
の
例
で
は
、

牛
糞
堆
肥
を
10
㌃
１
千
㌔
施
用

す
る
と
、
４
月
１
日
か
ら
10
月

１
日
ま
で
に
肥
料
と
し
て
利
用

可
能
な
無
機
態
窒
素
量
は
同
約

１
・
１
㌔
と
回
答
が
出
た
。
化

学
肥
料
と
同
等
の
肥
効
を
示
す

窒
素
量
が
こ
れ
だ
け
あ
る
た

め
、
窒
素
肥
料
を
１
・
１
㌔
減

ら
せ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

暖
地
畜
産
研
究
領
域
の
小こ

林
ば
や
し

創そ
う

平へ
い

上
級
研
究
員
は
「
収

量
や
品
質
を
安
定
さ
せ
る
た
め

ア
プ
リ
の
肥
効
予
測
量
を
基
に

栽
培
を
繰
り
返
し
、
最
適
な
減

肥
量
や
施
肥
量
を
把
握
し
て
ほ

し
い
。
有
機
質
資
材
中
の
リ
ン

や
カ
リ
な
ど
の
成
分
も
化
学
肥

料
の
代
替
と
な
る
。
今
後
、
こ

の
減
肥
可
能
量
を
提
示
で
き
る

機
能
を
持
つ
よ
う
に
改
良
し
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

有
機
質
資
材
の
窒
素
肥
効
見
え
る

化
ア
プ
リ
情
報
入
力
と
結
果
出
力

画
面
イ
メ
ー
ジ(

農
研
機
構
提
供)

図２ 収量低下の要因 概念図
（出展：日本バイオスティミュラント協議会）

図１ ＢＳに期待される効果（例）
（出展：日本バイオスティミュラント協議会）

物
保
護
技
術
」
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
化
学
農
薬
の
代
替
と
し
て
認

識
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
前
述
し
た
と
お
り
、
海

外
で
は
Ｂ
Ｓ
の
作
用
を
「
栄
養
素

の
効
率
的
な
利
用
」
や
「
非
生
物

ス
ト
レ
ス
へ
の
耐
性
」
と
し
て
お

り
、
直
接
的
に
農
薬
の
代
替
と
な

る
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

１
９
８
２
年
に
サ
イ
エ
ン
ス
誌

に
発
表
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
植
物
生

物
学
会
の
会
長
で
あ
っ
た
Ｊ
ｏ
ｈ

ｎ

Ｓ
．
Ｂ
ｏ
ｙ
ｅ
ｒ
（
ジ
ョ
ン

・
エ
ス
・
ボ
イ
ヤ
ー
）
の
論
文
に

よ
れ
ば
、
作
物
減
収
の
要
因
の
60

％
以
上
が
環
境
ス
ト
レ
ス
（
高

温
、
低
温
、
乾
燥
、
湿
害
な
ど
の

非
生
物
ス
ト
レ
ス
）
由
来
で
あ

り
、
生
物
ス
ト
レ
ス
（
害
虫
、
病

気
、
雑
草
）
由
来
の
減
収
と
は
別

の
要
因
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。
Ｂ
Ｓ
は
農
薬
の
代
替
を
す

る
と
い
う
よ
り
も
、
農
薬
や
肥

料
、
土
壌
改
良
材
だ
け
で
は
解
決

で
き
な
い
問
題
を
「
補
完
」
す
る

資
材
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
で
、
病
害
に
対
す
る
抵
抗

性
向
上
や
植
物
成
長
調
整
剤
を
彷ほ

う

彿ふ
つ

と
さ
せ
る
効
能
表
記
に
関
し
て

は
留
意
が
必
要
で
、
農
薬
疑
義
資

材
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い

米
国

で
は
農
薬
法
を
管
轄
す
る
環
境
保

護
庁(

Ｅ
Ｐ
Ａ)

が
20
年
に
Ｂ
Ｓ
の

位
置
づ
け
と
し
て｢

農
薬
表
記
に

該
当
し
な
い
効
能
表
記
の
リ
ス

ト｣

を
案
と
し
て
公
開
し
た

今

後
、
日
本
に
お
い
て
も
産
学
官
が

連
携
し
て
日
本
に
お
け
る
Ｂ
Ｓ
の

あ
り
方
を
議
論
し
、
持
続
的
な
農

業
を
可
能
に
す
る
技
術
と
し
て
浸

透
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

Ｂ
Ｓ
の
種
類
と
特
徴

Ｂ
Ｓ
の
種
類
と
特
徴

Ｂ
Ｓ
と
農
薬
と
の
違
い

Ｂ
Ｓ
と
農
薬
と
の
違
い

み
ど
り
戦
略
で
は
、
Ｂ
Ｓ
を
「
植

物
の
ス
ト
レ
ス
耐
性
等
を
高
め
る

資
材
」
と
本
文
で
定
め
て
い
る
。

Ｂ
Ｓ
の
種
類
と
特
徴

い
つ
作
物
を
刺
激
す
る
か

適
切
な
施
用
方
法
が
大
事

Ｂ
Ｓ
の
分
類
は
諸
説
あ
る
が
、

腐
植
質
、
微
生
物
、
海
藻
（
多
糖

類
）
、
タ
ン
パ
ク
質
分
解
物
（
ア

ミ
ノ
酸
）
、
ミ
ネ
ラ
ル
（
微
量
金

属
）
、
そ
の
他


と
分
け
る
こ

と
が
一
般
的
で
あ
る
。
た
だ
し
、

制
度
化
さ
れ
て
い
る
Ｅ
Ｕ
で
も
微

生
物
Ｂ
Ｓ
資
材
と
非
微
生
物
Ｂ
Ｓ

資
材
の
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
だ
け

で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
資
材
で
あ

れ
、
上
記
の
①
～
④
の
目
的
に
適

す
る
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
さ

れ
る
。

農
業
現
場
で
大
事
な
こ
と
は
、

こ
れ
ら
の
資
材
で
い
か
に
効
果
を

出
さ
せ
る
か
で
あ
る
。
例
え
ば
、

遅
効
性
の
も
の
も
あ
れ
ば
、
即
効

性
の
も
の
も
あ
る
。
ど
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
作
物
を
「
刺
激
」
す
る
か

で
効
果
の
出
方
は
変
わ
っ
て
く

る
。
メ
ー
カ
ー
側
が
デ
ー
タ
や
科

学
的
根
拠
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、

生
産
者
が
目
的
に
応
じ
た
施
用
方

法
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
大
事
だ

と
考
え
て
い
る
。

Ｂ
Ｓ
と
農
薬
と
の
違
い

農
薬
な
ど
で
解
決
で
き
な
い

問
題
を｢

補
完｣

す
る
資
材

Ｂ
Ｓ
は
み
ど
り
戦
略
の
中
の
位

置
づ
け
と
し
て
、
「
化
学
農
薬
の

使
用
量
低
減
の
た
め
の
革
新
的
作

Ｂ
Ｓ
の
定
義

Ｂ
Ｓ
の
定
義

Ｂ
Ｓ
の
定
義

植
物
の
ス
ト
レ
ス
耐
性
を

高
め
る
資
材
な
ど
と
定
義

Ｂ
Ｓ
は
直
訳
す
る
と｢

生
物
刺

激
剤｣

と
な
る
。
１
９
８
０
年
ご

ろ
か
ら
学
術
界
で
使
わ
れ
始
め
た

用
語
で
、
欧
米
を
中
心
に
学
術
界

・
産
業
界
で
議
論
が
行
わ
れ
て
き

た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
２
０
１
８

年
の
農
業
法
で
初
め
て
Ｂ
Ｓ
と
い

う
用
語
が
法
律
に
出
て
き
た
。

欧
州
連
合(

Ｅ
Ｕ)

で
は
19
年
の

農
薬
規
制
で｢

Ｂ
Ｓ
は
農
薬
か
ら

除
外
す
る｣

こ
と
に
な
り
同
時
期

に
22
年
か
ら
肥
料
規
制
で
運
用
す

る
と
発
表
さ
れ
た

米
国
で
も
22

年
に
Ｂ
Ｓ
を
農
薬
法
か
ら
除
外
す

る
法
案
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

Ｅ
Ｕ
と
米
国
の
Ｂ
Ｓ
の
定
義
は

文
言
は
少
し
異
な
る
が
、
共
通
し

て
い
る
こ
と
は
「
資
材
中
に
入
っ

て
い
る
栄
養
成
分
と
は
別
に
、
植

物
の
自
然
な
プ
ロ
セ
ス
を
刺
激
・

サ
ポ
ー
ト
し
、
①
栄
養
素
の
効
率

的
な
利
用
②
非
生
物
ス
ト
レ
ス
へ

の
耐
性
③
品
質
特
性
を
改
善
す

る
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ

で
は
さ
ら
に
、
④
土
壌
ま
た
は
根

圏
に
固
定
さ
れ
た
栄
養
素
を
利
用

す
る
こ
と
も
Ｂ
Ｓ
施
用
の
目
的
と

し
て
い
る
。

日
本
Ｂ
Ｓ
協
議
会
に
お
い
て

も
18
年
の
協
議
会
発
足
時
よ
り


Ｂ
Ｓ
資
材
は
農
薬
や
肥
料
そ
の
も

の
の
概
念
と
は
異
な
る
目
的
を
持

ち
、
「
植
物
や
、
そ
の
周
辺
環
境

が
本
来
持
つ
自
然
な
力
を
活
用
す

る
」
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

農
水
省
が
21
年
５
月
に
制
定
し
た

バイオスティミュラントを取りまく国内外の情勢バイオスティミュラントを取りまく国内外の情勢

バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
資
材

特
集

「
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
（
以
下
、
Ｂ
Ｓ
）
資
材
」
は
、
み
ど
り
戦
略
が
掲
げ
る
「
化
学
農
薬

の
低
減
、
化
学
肥
料
の
低
減
、
有
機
農
業
の
拡
大
」
に
貢
献
で
き
る
資
材
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
い

る
。
日
本
Ｂ
Ｓ
協
議
会
の
「
技
術
調
査
委
員
会
」
で
は
国
内
外
の
動
向
を
調
査
し
、
日
本
の
Ｂ
Ｓ
の
あ

る
べ
き
姿
を
議
論
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
一
端
を
紹
介
し
た
い
。

日
本
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
協
議
会

技
術
調
査
委
員
長

鈴す
ず

木き

基
も
と

史
ふ
み

（
所
属：

愛
知
製
鋼
株
式
会
社
）
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